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2025 年 9 月 5 日 
 

調査レポート 
 

今月のグラフ（2025 年 9 月） 
 

原油、米国採算価格に近づき下げ渋りか 
 

調査部 主任研究員 芥田知至 

 

2025年の原油相場はやや軟調に推移している。4月 2日に大方の予想を上回る高税率の相互関税が発表さ

れて米中の貿易戦争や世界景気悪化への懸念が強まったことや、3 日に石油輸出国機構（OPEC）と非 OPEC

産油国で構成する「OPECプラス」の有志 8ヶ国が増産加速を決定したことで、9日には、米国産のWTI原油が

1バレルあたり 55.12 ドル、欧州北海産のブレント原油が 58.40 ドルと 2021年 2月以来の安値をつけた。その 9

日には相互関税の 90日間停止が発表されて、相場はやや持ち直したが、4月末には、サウジアラビアが原油の

価格下落を容認し、増産する姿勢を示唆したと報道され、上記安値に近づいた。 

6 月中旬に、イスラエルによるイランへの先制攻撃、イランの報復、米国によるイランの核施設への攻撃などを

受けて、原油相場はWTIで 78 ドル台、ブレントで 81 ドル台まで上昇したが、その後、緊張は緩和して、原油相

場は、いったん米イラク大使館が職員を避難させて緊張感が強まった 6月 11日頃以前の水準に下落した。 

足元の WTI の相場水準は、すでに米パーミアン盆地などでシェール油田を新規開発する際の採算ラインとさ

れる 60 ドル強程度まで下落している。当面、OPEC プラスの増産や米中の景気減速が弱材料として意識される

一方で、米原油生産の鈍化が強材料として意識されて、原油相場の大幅下落は回避される可能性がある。 

 

図表 米国各地の原油採掘の採算価格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
（注）2025年 3月 12～20日調査。図中数値は平均値 
（出所） Federal Reserve Bank of Dallas 
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